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        災害概況のまとめ 
                                 （平成１９年１月～１２月） 
Ⅰ 火災概況 
  平成１９年中の火災件数は１１０件で、前年に比べ２件少なくなっています。 

特に、建物火災は昨年より２１件少ない６５件で、これに伴い焼損面積、損
害額とも大幅に減少しています。 

  死者は６人で、前年より１人多くなっています。そのうち、６５歳以上の高
齢者が半数（３人）であったことから、今後は住宅用防災機器の普及など、従
来にも増して高齢化社会に備えた防火対策が急務であると考えます。 

  出火原因については、昨年に引き続き「放火・放火の疑い」が第１位を占め
ています。これは枯草への放火火災が多発したことによるもので、このことか
ら、今後各家庭はもちろんのこと地域全体で放火に対する警戒をより強めてい
くことが重要な課題となっています。 

第２位の「こんろ」については、使用中にその場を離れたことにより発生し
ているケースが多いことから、「使用中はその場を離れない、離れるときは一
旦火を消す」といった習慣を身につけることが肝要です。 

Ⅱ 救急概況 

  平成１９年中の救急出場件数は８，８００件で、前年に比べ３２５件少な

くなっています。救急搬送人員も同様に１８７人減の８，２８６人でした。 

  平成１３年に減少して以来２回目となりました。 

  しかしながら、搬送人員に占める高齢者の割合は３ポイント増加しており、

高齢化率の高い西部圏域では、この傾向は今後も続くものと推測されます。 

  事故種別の出場件数では、急病、一般負傷、火災の減少が大きく、その他

の種別は微減微増でした。 

  心肺停止傷病者の内７名の方が社会復帰を果たしています。今後も「救え

る命」を確実に救うため、住民・救急・医療との一層の連携を図る必要があ

ります。 

Ⅲ 救助概況 

  平成１８年中の救助出動件数１５７件、救助人員８５人でした。出動件数

で最も多いのは交通事故の８６件で、全体の５４．８％を占め、次いで火災、

その他の事故の順になっています。 

  特に近年では地震、台風などの自然災害が大規模化して多大な被害を生じ

ていることから、あらゆる災害に対応するためのより高度な救助資機材の整

備を推進する必要があります。 

Ⅳ １１９番着信状況概要 

本年中の総着信件数は１２，１６３件でした。現在、固定電話、携帯電話、

IP 電話の３種類の電話から１１９番着信があります。IP 電話での着信件数は１

７年中６７件、１８年中３１０件、１９年中５６５件、と増加傾向にあります。

又、年々増加していた携帯電話による着信件数は、横ばい傾向となっています。 

また、１９年１１月から携帯電話の位置情報通知システムの運用を開始して

おります。このシステムは携帯電話からの１１９番通報時に発信された位置情

報を取り込むものですが、今後正確な位置情報を発信できる GPS 機能付き携帯

電話の普及率向上に伴いその機能が充分に発揮されるものと考えています。 
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Ⅰ 火災概況 

(平成１９年１月～１２月) 
１ 出火状況 
（１）火災件数 

平成 1９年中の火災件数は１１０件で、前年に比べ２件（２％）少なくなっ

ています。 
（別表Ⅰ－１．別表Ⅰ－５．別図Ⅰ－１参照） 

 
（２）火災種別 

種別ごとの構成比をみると、建物火災が全体の５９％を占め 、次いでその

他火災２８％、車両火災８％、林野火災５％の順となっています。 
（別表Ⅰ－１．別図Ⅰ－２参照） 

 
（３）月別 

月別の火災件数をみると、５月が１９件で最も多く、次いで４月の１６件、

３月の１５件、そして２月と１２月の１１件と続いています。 
種別ごとの発生状況をみると、建物火災は５月と１２月（１１件）が最も

多く、林野火災とその他火災は２月から５月にかけて多く発生しています。 
死者は、すべて１月から４月の間に発生しています。 
また、負傷者は１月から５月にかけて多く発生しています。 

（別表Ⅰ－２．別図Ⅰ－３参照） 
 

（４）市町村別 
市町村別の火災件数をみると市部（米子市・境港市）が全体の７３％を占

め、町村部では大山町が他町と比べ件数が多くなっています。（日吉津村は、

０件）                        （別表Ⅰ－３．別図Ⅰ－４参照） 
 

（５）損害額 
損害額は約９，２９１万円で、前年（２億８，８０２万円）に比べ、１億

９，５１１万円少なくなっています。 
火災種別ごとの損害額をみると、建物火災によるものが全体の９７％を占

めています。 
また、月別では、３月が最も多くなっています。 

（別表Ⅰ－１．別表Ⅰ－２参照） 
 
 
２ 出火原因 

出火原因の第１位は「放火（疑い含む）」で２４件、次いで「こんろ」の１

１件、更に「たき火」９件、「火入れ」８件の順となっています。 
（別表Ⅰ－４参照） 
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３ 死者・負傷者 
死者数は６人で、前年（５人）より１人多くなっていますが、逆に、負傷

者は５人少ない１４人となっています。 
死者の発生経過をみると、６人中２人が「逃げ遅れ」によるものです。 
負傷者は、消火しようとした際に多く発生しています。 

（別表Ⅰ－１．別図Ⅰ－５．別図Ⅰ－６参照） 
 
 
 

別図Ⅰ－１　火災件数の推移
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別図Ⅰ－２　　火災種別ごとの件数と構成比率
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別図Ⅰ－４　市町村別火災件数の構成比率
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別図Ⅰ－５　経過別死者発生状況

別図Ⅰ－６　経過別負傷者発生状況

消そうとして
9人　64％

就寝中
1人　7％

　負傷者

14人

放火自殺
３人

その他
4人　29％

死　者
６人

逃げ遅れ
２人

その他
１人

5



増　減
Ｃ（Ａ－Ｂ）

　増　減　率
 　Ｃ／Ｂ(％)

１１０ (100% ) １１２ (100% ) -２ -2%

６５ ( 59% ) ８６ ( 76% ) -２１ -24%

５ ( 5% ) １ ( 1% ) ４ 400%

９ ( 8% ) １１ ( 10% ) -２ -18%

( ) ( )

３１ ( 28% ) １４ ( 13% ) １７ 121%

７４ (100% ) １３７ (100% ) -６３ -46%

１７ ( 23% ) ２８ ( 20% ) -１１ -39%

６ ( 8% ) １３ ( 10% ) -７ -54%

２３ ( 31% ) ５５ ( 40% ) -３２ -58%

２８ ( 38% ) ４１ ( 30% ) -１３ -32%

３３ (100% ) ７８ (100% ) -４５ -58%

７ ( 21% ) １８ ( 23% ) -１１ -61%

５ ( 15% ) ９ ( 12% ) -４ -44%
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１ 20%
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　備考　(　　　）内は構成比を示す。 なお、損害額については概数
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別表Ⅰ－１　平成１９年の火災の概況
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損害額（千円）

合        計 110 65 5 9 31 92,913 6 14

た ば こ 5 4 1 424 1

こ ん ろ 11 11 7,703 4

か ま ど

風 呂 か ま ど

炉

焼 却 炉 1 1 6

ス ト ー ブ 2 2 20 1

こ た つ

ボ イ ラ ー

煙 突 ・ 煙 道 2 2 503

排 気 管

電 気 機 器

電 気 装 置 4 1 2 1 5,722

電灯・電話等の配線 3 3 8,376 1

内 燃 機 関

配 線 器 具 3 3 678

火 あ そ び 3 2 1 682 3

マッチ・ライター 1 1 6 2

た き 火 9 2 2 5 34 1

溶 接 機 ・ 切 断 機 2 2 54

灯 火 1 1 18,152

衝 突 の 火 花

取 灰

火 入 れ 8 2 1 5 1,754

放 火 8 6 2 985 3

放 火 の 疑 い 16 7 9 4,149

そ の 他 11 8 2 1 5,778 1

不 明 ・ 調 査 中 20 8 2 3 7 37,887 3

建物 林野 車両 船舶

別表Ⅰ－４  出火原因別火災発生概況

死者負傷者出火件数

原 因 別
その他 計 死者 負傷者計 航空機

9



区 分

件 　 　 数

損 害 額

件 　 　 数

損 害 額

焼 損 面 積

件 　 　 数

損 害 額

焼 損 面 積

件 　 　 数

損 害 額

件 　 　 数

損 害 額

件 　 　 数

損 害 額

合 　 　 計

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ   や

合 計

全 損

半 損

小 損

罹 災 人 員

(千
円

）
(千

円
）

㎡
(千

円
）

a
(千

円
）

(千
円

）
(千

円
）

　
(人

）

1
0
年

1
0
8

2
0
5
,2

5
7

7
3

1
7
8
,7

9
8

3
,3

5
2

3
6
5

5
0

8
2
1
,4

8
3

2
4

1
,5

0
9

9
2

2
7

1
0

2
9

2
6

4
9

1
3

6
3
0

1
6
1

5
6

1
1
年

9
3

4
0
4
,8

9
6

6
1

4
0
1
,9

0
3

5
,3

9
3

4
3
1
9

1
0

1
,6

9
1

2
7
1
8

1
6

5
8
4

9
4

3
5

7
2
7

2
5

5
7

1
9

4
3
4

1
9
7

5
1
5

1
2
年

1
0
7

1
5
6
,5

6
0

6
3

1
3
8
,3

7
0

2
,7

6
3

7
1
6

1
3

1
3
,9

9
1

1
4
,0

0
0

2
3

1
9
9

8
3

2
0

8
2
6

2
9

5
0

1
2

5
3
3

1
5
1

4
1
0

1
3
年

1
2
0

2
3
2
,0

9
6

6
3

2
0
0
,6

1
6

3
,4

1
6

5
5
,2

0
7

1
9
9

2
1

2
1
,3

1
5

1
4
,5

0
0

3
0

4
5
8

8
8

2
6

7
2
9

2
6

5
5

1
3

5
3
7

1
9
5

6
1
1

1
4
年

1
4
3

2
6
1
,8

1
2

7
2

2
5
2
,7

2
4

4
,3

6
4

1
0

1
,6

3
8

4
5
3

1
3

6
,5

3
8

4
8

9
1
2

1
0
5

3
3

5
4
0

2
7

6
6

1
7

2
4
7

2
0
7

8
2
1

1
5
年

1
1
1

1
4
5
,8

5
5

7
3

1
4
3
,8

3
4

3
,8

7
5

2
6

1
4

1
,5

8
8

2
2

4
3
3

9
9

2
3

1
1

3
7

2
8

6
2

1
7

1
0

3
5

1
9
1

9
2
3

1
6
年

1
0
5

2
5
4
,6

6
0

6
9

2
4
9
,4

1
2

5
,9

0
0

6
5

3
0

1
4

5
,2

4
3

1
6

1
0
3

2
7

1
2

3
3

3
1

5
6

1
1

6
3
9

1
9
0

4
1
8

1
7
年

1
2
9

3
6
0
,2

1
9

8
2

3
4
9
,4

3
7

8
,1

2
4

5
5
6
3

1
3
6

1
7

9
,6

8
9

1
2
0
0

2
4

3
3
0

1
6
0

5
5

1
9

3
8

4
8

1
0
1

3
9

1
3

4
9

2
6
7

1
0

1
9

1
８

年
1
1
2

2
8
8
,0

2
4

8
6

2
8
4
,6

5
9

5
,7

2
1

1
1
1

2
,5

7
6

1
4

7
8
9

1
3
7

2
8

1
3

5
5

4
1

7
8

1
8

9
5
1

2
3
8

5
1
9

１
９

年
1
1
0

9
2
,9

1
3

6
5

8
9
,8

5
6

2
,3

0
5

5
4
2
7

4
8

9
2
,3

2
4

3
1

3
0
6

7
4

1
7

6
2
3

2
8

3
3

7
5

2
1

9
1

6
1
4

合
　

　
計

建
物

火
災

林
野

火
災

別
表

Ⅰ
－

５
　

　
過

去
１

０
年

間
の

火
災

発
生

状
況

罹
災

世
帯

死 者

負 傷 者

車
両

火
災

船
舶

火
災

そ
の

他
火

災
焼

損
棟

数

10



 

Ⅱ 救急概況 
（平成１９年１月～１２月） 

 １ 救急出場件数、救急搬送状況 
    平成１９年中の救急出場件数は１８年中に比べて３２５件減の８,８００

件、搬送人員は１８７人減の８，２８６人で、ともに平成１３年以来６年ぶ

りの減少となりました。    
（別図Ⅱ－１、Ⅱ―２、Ⅱ―３参照） 

 ２ 市町村別救急活動状況 
    市町村別では、米子市の救急出場件数及び搬送人員がそれぞれ５，１５５

件（５８.６％）、４，８２０人（５８．２％）と最も多く、割合は昨年よ

り増加しています。 
（別図Ⅱ―４参照） 

 ３ 傷病程度別搬送状況 
   傷病程度別の搬送人員では、中等症が３，９６１人（４７．８％）で最も

多く、次いで軽症が２，８９９人（３５．０％）となっています。 
（別図Ⅱ―５参照） 

 ４ 年齢別搬送状況 
   年齢別の搬送人員では、６５歳以上の老人（高齢者）が９８人増加し４，

５８５人（５５．３％）と最も多くなっています。 
（別図Ⅱ―６参照） 

 ５ 署所別救急活動状況 
   署所別では、米子消防署の出場件数及び搬送人員がそれぞれ３，１３０件

（３５．６％）、２，８８５人（３４．８％）と最も多くなっています。 

                              （別図Ⅱ―７参照） 
 ６ 月別救急活動状況 

月別の出場件数と搬送人員では、３月がそれぞれ８４２件（９．６％）、

７８４人（９．５％）で最も多く、続いて１月の７９８件（９．１％）、７

３２人（８．８％）となっています。 
（別図Ⅱ―８参照） 

 ７ 現場到着所要時間、収容所要時間 
平均現場到着所要時間は６分４８秒、平均収容所要時間は３２分３８秒で

した。 
（別図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照） 

 ８ 応急手当実施状況   
心肺停止傷病者のうち家族等により応急手当を受けた人は、１０７人でし

た。   
（別図Ⅱ―１１参照） 

 ９ 高度救命処置状況 
心肺停止傷病者２４２人のうち１５５人が救急救命士による高度救命処

置を受け、そのうち１５人に回復が見られました。 
  （別図Ⅱ―１２参照） 

 10 救急講習件数の推移 
西部消防局で過去５年間に実施した救急講習に、毎年１０，０００人以上

の人が受講されています。 

                （別図Ⅱ―１３、Ⅱ―１４、Ⅱ―１５参照） 
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事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

出場件数 73 0 9 959 75 55 1,083 39 133 5,166 1,157 51 8,800

事故種別 火災 自然 水難 交通
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運動
競技
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自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

搬送人員 15 0 4 1,016 77 55 1,022 32 92 4,817 1,152 4 8,286

別図Ⅱ-２　事故種別救急搬送状況

加害
0.4%

労働
災害
0.9%

その他
0.1%

水難
0.1%

火災
0.1%

自然
0.0%

転院
搬送
13.9%

自損
行為
1.1%

急病
58.2%

交通
12.3%

一般
負傷
12.3%

運動
競技
0.7%
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別図Ⅱ-３　過去５年間の救急推移
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程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 178 1,233 3,961 2,899 15 8,286

新生児 乳幼児 少 年 成 人 老 人 合 計

搬送人員 36 351 313 3,001 4,585 8,286

別図Ⅱ-５　傷病程度別搬送状況
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別図Ⅱ-７　署所別救急活動状況
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別図Ⅱ-８　月別救急活動状況
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別図Ⅱ-９　現場到着所要時間

別図Ⅱ-１０　収容所要時間
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別図Ⅱ-１１ 応急手当実施状況

別図Ⅱ-１２　高度救命処置状況
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別図Ⅱ－１５　応急手当指導員・普及員の養成

別図Ⅱ－１３　過去５年間の救急講習件数推移
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別図Ⅲ-１　事故種別救助出動状況
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Ⅲ 救助概況 
（平成１９年１月～１２月） 

 １ 事故種別救助出動状況 
救助出動件数は１５７件あり、そのうち交通事故が８６件（５４．８％）、

火災が３２件（２０．４％）、 その他の事故が２４件（１５．３％）、水難

事故が６件（３．８％）等となっています。 
                        （別図Ⅲ―１参照） 

 ２ 事故種別救助活動状況 
救助活動件数は１０８件あり、そのうち交通事故が５４件（５０％）、火

災が３２件（２９．６％）その他の事故が１３件（１２％）となっていま

す。 
                           （別図Ⅲ―２参照） 
 ３ 事故種別救助人員状況    
   救助された人員は８５人あり、そのうち交通事故が６３人（７４．１％）

と最も多く、その他の事故が１３人（１５．３％）となっています。 
                           （別図Ⅲ―３参照）     

  ４ 救助事故の死傷程度 
   救助された死傷者の程度は、中等症が３７人と最も多く、次いで軽症が

２３人、重症が１２人、死亡が１１人、その他が２人となっています。 
                                                     （別図Ⅲ―４参照） 
  ５ 署別救助活動状況 
      署別の出場件数では、米子消防署が９５件と最も多く、次いで境港消防

署が２６件、大山消防署が１６件、江府消防署が２０件となっています。 
（別図Ⅲ―５参照） 

  
 

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計 

出動件数 ３２ ６ ８６ ０ ５ ４ ０ ０ ２４ １５７
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

活動件数 32 4 54 0 1 4 0 0 13 108

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

救助人員 0 4 63 0 1 4 0 0 13 85

別図Ⅲ-２　事故種別救助活動状況
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別図Ⅲ-３　事故種別救助人員状況
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別図Ⅲ-４　救助事故の死傷程度
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別図Ⅲ-５　署別救助活動状況
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Ⅳ．１１９番着信状況 

（平成１９年１月１日～１２月３１日）

１ 概況 
平成１９年中の１１９番通報は、総着信件数で１２，１６３件ありまし

た。（昨年と比べると５３７件（４％）減であった。）１ヶ月平均では約１，

０１４件、１日平均では約３４件の着信となります。 
   通報内容としては、救急通報が最も多く８，４８８件（７０%）でした。

火災通報は２２２件（２%）で去年より１２５件少なくなっています。その

ほかの通報としては、間違いが９２７件（８%）、通報訓練などの通報が１，

１８６件（９%）、休日・夜間などに病院に関する問い合わせ等が１，０６

３件（８%）となっており、いたずらと思われるものも１００件（１%）あ

りました。     
（別表Ⅳ－１、別図Ⅳ－１参照） 

２ 月別の着信状況 
月別での平均着信件数は、１，０１４件で、最も多かったのは１０月の

１，１７０件、最も少なかったのは７月の９０１件です。火災通報の月平均

着信件数は月平均約１８件、最も多かったのは４月の４７件、最も少なかっ

たのは８月の７件でした。救急通報の月平均着信件数は７０７件で、最も多

かったのは３月の８２４件、最も少なかったのは４月の６３１件でした。 
（別表Ⅳ－２、別図Ⅳ－２参照） 

３ 時間帯別１１９番通報の着信状況   
時間帯別１１９番通報の着信件数は、活動時間帯（午前 9 時頃～午後９

時）に大半を占めていて、睡眠時間帯（午後 10 時～午前 6 時）では午前５

時まで時間の経過とともに件数が減少しています。          

（別図Ⅳ－４参照） 

４ 携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの１１９番通報は３，１１６件で、全着信件数の２６％で

した。携帯電話で１１９番通報されますと、必ずしも電話をされた地区を管

轄する消防に,接続されるとは限りません。管轄地区以外からの通報は、そ

の地区を管轄する消防本部に電話を転送し対応してもらいます。またその逆

もあります。これを転送処理件数として別表としています。他の消防機関と

の転送処理件数は６３件あり,松江消防が２７件と最も多く、次いで安来消

防が２４件、中部消防が６件となっています。 

（別表Ⅳ－３、別表Ⅳ－５、別表Ⅳ－６、別図Ⅳ－３参照） 

５ 電話種別による通報状況 
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平成１０年１０月から運用開始した携帯電話からの１１９番着信件数は

毎年増加していましたが、一昨年頃より月に２６０件程度で横ばい傾向です。

１７年７月より一部のＩＰ電話からの１１９番通報ができるようになりま

した。１７年中は６７件、１８年中は３１０件、１９年中は５６５件で、増

加傾向にあります。 

（別表Ⅳ－３、別図Ⅳ－３参照） 

 

 

別表Ⅳ－１       １１９番着信件数の推移 
 

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 悪戯 間違い 訓練等 合計 

平成１５年 244 7，677  － 132 1，070 362 1，185 1，554 12，224

平成１６年 308 7，879  － 130 1，147 514 1，057 1，745 12，780

平成１７年 401 8，554  － 140 1，137 259 962 1，635 13，088

平成１８年 347 8，847 73 104 1，200 197 894 1，038 12，700

平成１９年  222 8, 488 71 106 1, 063 100 927 1，186  12, 163

 

別表Ⅳ－２        月別１１９番着信状況 

 火 災 救 急 救 助 警戒 問合せ 悪戯 間違い 訓練等 合 計 

１ 月    13 746 4 6 107 12 64 54 1,006

２ 月 13 696 6 11 62 12 71 75   946

３ 月 38 824 2 6 81 5 90 117 1,163

４ 月 47 631 9 9 84 11 71 108 970

５ 月 30 703 5 7 98 4 92 81 1,020

６ 月 11 653 8 11 76 4 68 91 922

７ 月     12 672 7 12 70 10 68 50 901

８ 月 7 751 6 7 105 12 81 49 1,018

９ 月 16 652 3 8 96 4 79 72 930

１０ 月 13 748 8 10 90 9 70 222 1,170

１１ 月 8 659 10 10 108 10 94 146 1,045

１２ 月 14 753 3 9 86 7 79 121 1,072

合 計 222 8,488 71 106 1,063 100 927 1,186 12,163

月平均 18 707 6 9 89 8 77 99 1,014
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別表Ⅳ－３   電話種別による１１９番着信件数の推移 

 

 

 

 

別表Ⅳ－４       電話種別毎の通報状況 

 

 

 

別表Ⅳ－５      携帯電話からの着信状況 
 

西部消防圏域内の災害などの着信件数 
他の消防機関に 

転送をした件数 

直接通報を 

受けた件数 

他の消防機関から 

 転送受信した件数 
総着信件数 

３，０９０ ２６ ３，１１６ 

３７ 

 
 

 

 
固定電話から

の着信件数 

携帯電話からの  

着信件数 
I P 電 話 合  計 

平成１５年 ９，３５１ ２，８７３ １２，２２４

平成１６年 ９，４２５ ３，３５５ １２，７８０

平成１７年 ９，７６７ ３，３２１ ６７ １２，６４６

平成１８年 ９，２５８ ３，１３２ ３１０ １２，７００

平成１９年 ８，４８２ ３，１１６ ５６５ １２，１６３

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 悪戯 間違い 訓練等 合計 

１１９固定 90 6,247 25 49 534 52 520 965 8,482

１１９携帯 99 1,888 45 55 476 46 368 139 3,116

１１９ I P 33 353 1 2 53 2 39 82 565

総合計 222 8,488 71 106 1,063 100 927 1,186 12,163
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別表Ⅳ－６     携帯電話の消防機関別転送状況 
 

他の消防機関から転送を受信した件数 他の消防機関に転送した件数 

 

消防 
火 災 救 急 その他 合 計

消防 
火 災 救 急 その他 合 計

松 江  ４ ４ 松 江 １ ２１ １ ２３

安 来  １４ １ １５ 安 来 ９ ９

雲 南   雲 南  

東 部  ２ ２ 東 部 １ １

中 部  ４ ４ 中 部 ２ ２

新 見   新 見 １ １

真 庭  １ １ 真 庭 １ １

津 山   津 山  

備 北   備 北  

合 計  ２５ １ ２６ 合 計 １ ３５ １ ３７
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別図Ⅳ－１          通報内容別着信状況 

通報内容別着信状況
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別図Ⅳ－２           月別着信状況 
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別図Ⅳ－３       電話種別毎の着信比率推移 

月毎電話種別の着信比率推移
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別図Ⅳ－４       時間帯別着信件数の推移 
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 《メ モ》 
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  郵便番号
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  689-4201

  684-0041
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  689-3331
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  689-4411

  689-5211

    
       

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ

お気軽に最寄りの消防署・出張所へどうぞ

日野郡江府町武庫１３９０番地３    

　 TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

火災・・・・・・・・・・・ 予防課予防係　 　　　０８５９－３５－１９５４

救急救助・・・・・・・ 警防課救急救助係　 ０８５９－３５－１９５９

　平成１９年度全国統一防火標語

火は見てる

　　　　　　　その時を
　　  あなたが離れる

１１９番着信状況・・指令課指令係　　　　 ０８５９－３５－１９６０

  所      在      地  

米子市両三柳５４５２番地       

米子市富士見町１丁目１０３番地１     
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西伯郡南部町清水川３番地１         
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　 鳥取県西部広域行政管理組合消防局

０８５９－７７－１００１日野郡日南町生山３４９番地１       

０８５８－４９－３００１

０８５９－７７－２００１

西伯郡大山町長野８８０番地３     

　 平成２０年１月発行
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名      称 
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消  防  局    
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